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論　文　内　容　要　旨
高齢化社会を迎えた日本では,歯周疾患による板面露出により,横面カリエスが増加し,歯を失う一国とな
っている｡よって,板面う蝕予防のためには,板面の硬組織の実質欠損が起こるよりも前段階で根面硬組織の
脱灰変化を定量化する手法の開発が極めて重要である｡今回この目的で,歯面の音響特性を非破壊的に計測し,
石灰化度をAMD(Acoustic Mineral Density)値として評価する石灰化度測定器を開発した｡この機器を用い
て,実験的脱灰象牙質及び象牙質う蝕を持つ臨床サンプルのAMD値計測を行い,臨床応用の可能性につい
て検証した｡
【方法】測定にはヒト抜去小臼歯の頬側･舌側面の歯根から歯頂側1/3を用いた｡健全象牙質において,
AMD値計測を実施した後,ピッカース硬さ測定を行い両者の比較を行った｡実験的脱灰象牙質は, 0.1M乳
酸ゲルで3日,及び7日脱灰処理し,その後再石灰化液にて24日浸潰処理し,経時的にAMD値計測を行っ
た｡また象牙質う蝕を持つ抜去歯を,包埋分割後, DIAGNOdent (KaVo社)測定,カリエスチェック(ニシ
カ社)染色及び, AMD値計測を行った｡統計学的解析はSPSSll.OJを用い,ダネットの多重比較検定を行
った｡
【結果】健全象牙質のAMD値は,サンプル間で1344±180-1634±118の幅があり,これはピッカース硬さ
と統計学的有意に相関した｡同一サンプルを7日間脱灰処理した計測において,脱灰処理3日以降AMD値
が統計学的有意に低下することが確認された(健全時1601±48,脱灰3日1146±67)｡また,脱灰サンプルを
再石灰化処理すると,再石灰化処理前のAMD値と比較して統計学的有意に増加した(再石灰化処理24日後
1647±35)｡象牙質う蝕臨床サンプルでは,カリエスチェック染色部位と非染色部位では統計学的有意に
AMD値の差異が認められ(染色部位平均846±258,非染色部位平均1348士99), DIAGNOdent測定における
数値が30以上の象牙質部位では, AMD値は平均663±274で, DIAGNOdent値30未満の象牙質の部位では平
＼
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均1264±206であった｡
【考察】今回,象牙質において石灰化度を計測する再現性のある測定機器として石灰化度測定器の可能性につ
いて評価した｡この測定器は,接触圧により測定値が変化する原理であることから,一定圧で歯面に測定子が
接触するシステムを測定器に取り入れたことによって,再現性を高めて安定した動作を得ることが可能になっ
た｡今回の結果より, AMD値を用いた石灰化度測定器は非破壊的に象牙質の脱灰･再石灰化処理による石灰
化度の変化を経時的に評価することが可能であり,また既存の方法であるカリエスチェックやDIAGNOdedt
よりもより感度良く正確に石灰化度の段階を追えることから,臨床応用可能であることが示された｡
審　査　結　果　要　旨一
本論文は,歯面音響特性計測による象牙質石灰化度評価法を開発し,検討したものである｡
歯面の硬組織の実質欠損が起こるよりも前段階での変化を把握するために,光学的検出法(Quantitative
Light-induced Fluorescence法, DIAGNOdent)などが応用されてきたが,これらの方法ではエナメル質･
象牙質境界の蛍光の減少及び歯面の代謝産物の蛍光を測定しており,歯面の石灰化度合いを評価するには至っ
ていない｡また板面つまり,象牙質において測定ができないので臨床的に普及していないのか現状であり,現
在までに非破壊的に象牙質の脱灰を臨床診断するための手法は報告がみられない｡
本論文では,健全象牙質において,石灰化度測定器による歯面音響特性の計測値(Acoustic Mineral Densi-
ty (AMD)値)を,ピッカース硬さと比較検討し,その再現性を検証した｡また,ヒト象牙質において実験的
う蝕を作成しAMD値を経時的に計測した｡さらに,象牙質う蝕臨床サンプルを用いて,カリエスチェック,
DIAGNOdent計測, AMD値計測を行い,比較検討を行った｡
本論文の結果,健全象牙質サンプルにおいてピッカース硬さとAMD値とは強い相関が認められた｡また,
接触角度や表面粗さについても,測定した条件においては影響を受けずに測定できることが確認され　十分な
再現性を有していた｡実験的う蝕の進行段階による, AMD値の計測において健全時1600±47,脱灰3日後
1146±66,再石灰化処理24日後1646±34,健全時1323±109,脱灰7日後796± 2 ,再石灰化処理24日後1380±
8であり,それぞれ統計学的有意差が認められ　脱灰処理による変化をAMD値として計測可能であった｡
象牙質う蝕臨床サンプルの評価においては,カリエスチェック染色部位の平均AMD値は, 966±180で非染
色部位は1432±59であり,ダイアグノデント測定では,測定値30以上の象牙質部位では, AMD値は平均915
±215で,ダイアグノデント値30以下の部位では平均1312±252であり統計学的有意差が認められ,客観的な評
価が可能であった｡
今回開発した石灰化度測定器は,実験的な象牙質う蝕のみならず,臨床サンプルのような象牙質う蝕に至る
ものまで測定可能であることが示された｡故に,実験的脱灰象牙質の評価のみならず,臨床的にも再現性のあ
る,客観的評価の可能性が示された｡
以上の知見から,石灰化度測定器を用いた手法は,臨床的手法として非破壊的に象牙質の脱灰評価への応用
の可能性が示され　臨床歯学的に注目すべき所見を掲示した内容であり,本論文は博士(歯学)の学位授与に
相応しいと認める｡
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